ガ ドルフの 百合 

宮沢賢 治 

〔表記に ついて〕 

• 底本に 従い、 ルビ は 小学校 1 • 2 年の 学習 配当 漢字 

を 除き、 すべての 漢字に つけた。 ただし、 本 ファイル 

中で は、 初出の みに つける 方法と した。 

參 ルビ は 「《ルビ》」 の 形式で 処理した。 

• 〔※l〜6〕 は、 入力 者の 補注 を 示す。 注はフ アイ 

ルの 末尾に まとめた。 



ハック 二— 馬 〔※ェ〕 のしつ ぼの ような、 巫 戯けた 

やなぎ なみき とうせい たび 

楊の 並木と 陶製の 白い 空との 下 を、 みじめな 旅の ガ 

ドルフ は、 力 いっぱい、 朝から つづけて 歩いて おり ま 

した。 

マイル つぎ い つ こう 

それにた だ 十六 哩だ という 次の 町が、 まだ 一向 見 

えても 来なければ、 けはい もしませんでした。 

(楊が まつ 青に 光ったり、 ブリキの 葉に 変ったり、 ど 

こまで 人 をば かにす るの だ。 殊に その 青い とき は、 ま 

ひそ かとう えのぐ 

るで 砒素 をつ かった 下等の 顔料 〔※之〕 のお もちや じ や 



til' ヽ ゝ o ン 

る レカ J 

おこ 

ガ ドルフ はこん な Y J と を 考えながら、 ぶりぶ り 憤 つ 

て 歩きました。 

それに 俄かに 雲が 重くな つたので す。 

(ずしい ニッケルの 粉 だ。 淫らな 光 だ。) 

その 雲の どこから か、 雷 の 一 切れら しい ものが、 

がた つ と 引きちぎ つたよう な 音 をた てました。 

(街道の はずれが 変に 白くなる。 あそこ を 人が やって 

来る。 いや やって来ない。 あすこ を 犬が よこぎった。 

いやよ こぎらない。 畜生。) 

ガ ドルフ は、 力 いっぱい 足 を 延ばしながら 思い まし 



た。 

た そが れ おそ 

そして 間もなく、 雨と 黄昏と がいつ しょに 襲い か 

かった のです。 

実に はげしい 雷雨に なりました。 いなびかり は、 ま 

あわ ひょうはく 

るで こんな 憐れな 旅の ものな ど を 漂白 してし まい そ 

う、 並木の 青い 葉が むしゃくしゃに むしられて、 雨の 

いっしょ かた たた えだ 

つぶと 一緒に 堅い みちを 叩き、 枝まで が ガリ ガリ 引き 

裂かれて 降り かかりました。 

ほうそく 

(もうす つかり 法則が こわれた。 何もかも めちゃく 

いちど 

ちゃ だ。 これで、 も 一度き ちんと 空が みがかれて、 

せいざ ゆめ きリ 

星座が めぐる ことな ど はま あ 夢 だ。 夢で なけ あ 霧 だ。 



みずけむ りさ。) 

ガ ドルフ は あらんかぎり すね を 延ばして あるきな が 

ら、 並木の ずう つと 向う の 方の ぼんやり 白い 水明り を 

見ました。 

あいまい い 

(あすこ はさつ き 曖昧な 犬の 居た とこ だ。 あすこが 

少 うしおれ のた よりになる だけ だ。) 

まった 

けれども 間もなく 全くの 夜に なりました。 空の 

かなみ リ すてき ほうこう 

あっちで もこつ ちで も、 雷が 素敵に 大きな 咆哮 を や 

いしき 

リ、 電光の せわしい こと はまる で 夜の 大空の 意識の 

めいめつ 

明滅の ようでした。 

道 はまる つきり コンク リ —， ^製の 小川の ようにな つ 



てし まって、 もう 二十 分と 続けて 歩け そうに も ありま 

せんでした。 

いなび か 

その 稲光り の そらぞらしい 明りの 中で、 ガ ドルフ は 

巨き なまつ 黒な 家が、 道の 左側に 建って いるの を 見 

ました。 

や ね かど 

(この 屋根 は稜が 五角で 大きな 黒 電気 石 〔》3〕 の 頭 

かんてん おれ 

のよう だ。 その 黒い こと は 寒天 だ。 その 寒天の 中へ 俺 

ははい る。) 

おおまた は げんかん 

ガ ドルフ は 大股に 跳ねて、 その 玄関に かけ 込み まし 

た。 

「今晩は。 どなた かお かで です か。 今晩は ご 



家の 中 はまつ 暗で、 しんとして 返事 をす る もの もな 

あ つ しきもの きもの 

く、 そこらに は 厚い 敷物 や 着物な どが、 くしゃくしゃ 

散らば つ ている ようでした。 

(みんな どこかへ 遁げ たかな。 噴火が あるの か。 噴火 

じ やない。 ペスト か。 ペスト じ やない。 また おれ は ひ 

もんどう 

とりで 問答 を やって いる。 あの 曖昧な 犬 だ。 とにかく 

ろうか 

廊下の はじで でも、 ぬれた 着物 をぬ ぎたい もんだ。) 

こ くちびる 

ガ ドルフ は 斯う 頭の 中で つぶやき また 唇 で 考える 

ようにし ました。 その ガ ドルフの 頭と 来たら、 

き ゆ うき ようかい かね な 

旧教 会 の 朝の 鐘の ように ガンガン 鳴って おりました。 

長靴 を 抱く ようにして 急いで 脱って、 少し びっこ を 



引きながら、 その まつ 暗な ちらばった 家に はね 上って 

行きました。 すぐ 突き あたりの 大きな 室 は、 たしか 

階段 室ら しく、 射し 込む 稲光り が 見せた のでした。 

やみ め 

その 室の 闇の 中で、 ガ ドルフ は 眼 をつ ぶりながら、 

まず 重い 外套 を 脱ぎました。 その ぬれた 外套の 袖 を 

引っぱる とき、 ガ ドル フは 白い 貝殻で こしらえ あげた 

昼の 楊の 木 を ありあり と 見ました。 ガ ドルフ は 眼 を あ 

きました。 

(うるさい。 ブリキに なつたり 貝殻に なったり。 しか 

ききょう はいけい しゃ リ 

しまた こんな 桔梗い ろの 背景に、 楊の 舎利 〔※斗〕 が 

わる 

りんと 立つ の は 悪くない。) 



き 

それ は 眼 を あいても しばらく 消えて しまいませんで 

した。 

ガ ドルフ は それから ぬれた 頭 や、 顔 を さっぱりと 

ぬぐ いき 

拭って、 はじめて ほっと 息をつきました。 

電光が すばやく 射し 込んで、 床に おろされて 蟹の か 

たちに な つ ている 自分の^ 囊 をく つ きり 照らし ま つ 黒 

かげ おと 

な 影 さえ 落して 行きました。 

ガ ドルフ はしゃがんで くらやみの 背囊を つかみ、 

て さぐ ひら きかい たぐい 

手探りで 開いて、 小さな 器械の 類 にさ わって みました。 

こころ も 

それから 少し しずかな 心持ちに なって、 足音 をた て 

ないように、 そっと 次の 室に はいって みました。 交る 



交る さまざまの 色の 電光が 射し 込んで、 床に 置かれた 

せ つ こうぞう しんだい かえ テ ー ブル 

石膏像 や 黒い 寝台 や 引 つ くり 返 つ た 卓子 やら を 照らし 

ました。 

きしゅくしゃ ひびょういん 

(ここ は 何 かの 寄宿舎 か。 そうでなければ 避病院 か。 

とにかく 二階に どうも まだ 誰か 残って いるよう だ。 一 

べん 見て 来ない と 安心が できない。) 

ガ ドルフ はしき い を またいで、 もとの 階段 室に 帰リ、 

それから 一 べん 自分の 背囊 につまず いてから、 二階に 

だん むらさき 

行こうと 段に 一 つ 足 を かけた 時、 紫 いろの 電光が、 

ぐるぐ るする ほど 明るく さし 込んで 来ました ので、 ガ 

ドルフ はぎく つと 立ち どまり、 階段に 落ちた まつ 黒な 



まど い つ しょ 

自分の 影と それから 窓の 方 を 一 緒に 見ました。 

ガラス 

その 稲光り の 硝子 窓から、 たしかに 何 か 白い ものが 

五つ か 六つ、 だまって こっち をの ぞいて いました。 

たけ ひく こども 

(丈が よほど 低かった よう だ。 どこかの 子供が 俺の よ 

うに、 俄かの 雷雨で 遁げ 込んだ のか も 知れない。 それ 

とも やっぱり この 家の人た ちが 帰って来た のだろう か。 

ほんとう 

どう だか さっぱりわからない のが 本 統だ。 とに か く 窓 

を 開いて 挨拶しょう。) 

すす こわ 

ガ ドルフ は そっちへ 進んで 行って ガタ ピシの 壊れ か 

かった 窓 を 開きました。 たちまち 冷たい 雨と 風と が、 

ぱっと ガ ドルフの 顔 をう ちました。 その 風に 半分 声 を 



びょう 

一 秒 を、 まるで かがやいて じっと 立って いたのです。 

もど まぶ すがた 

それから たちまち 闇が 戻されて 眩しい 花の 姿 は 消 

ま い 

えました ので、 ガ ドルフ はせ つかく 一枚 ぬれずに 残つ 

た フラン 鬥※ 5〕 の シャツ も、 つめたい 雨に あらわせ 

ゆ 

ながら、 窓から そとに からだ を 出して、 ほのかに 揺ら 

ぐ 花の 影 を、 じっとみ つめて 次の 電光 を 待って いまし 

た。 

間もなく 次の 電光 は、 明るく サッ サッと 閃めいて、 

にわ げんとう うか つぶ うつく だえんけい 

庭 は 幻燈の ように 青く 浮び、 雨の 粒 は 美しい 楕円形 

ちゅう とど 

の 粒に なって 宙に 停まり、 そして ガ ドルフの いとし 

い 花 は、 まつ 白に かつと 瞋 つて 立ちました。 



(おれの 亦 I は、 いま あの 百合の 花な の だ。 いま あの 百 

合の 花な の だ。 砕けるな よ。) 

それ もほんの 一瞬の こと、 すぐに 闇 は 青び かり を 

お もど 

押し戻し、 花の 像 は ぼんやりと 白く 大きくな り、 みだ 

じめん かが 

れて ゆらいで、 時々 は 地面まで も 屈んで いました。 

ほて いた おく あおぐろ 

そして ガ ドルフ は 自分の 熱って 痛む 頭の 奥の、 青黝 

しゃめん うご 

い 斜面の 上に、 すこしも 動かず かがやいて 立つ、 もう 

一 むれの 貝細工の 百合 を、 もっと はっきり 見て おり ま 

した。 たしかに ガ ドルフ はこの 二 むれの 百合 を、 一緒 

に 息 を こらして 見つめて いました。 

それ もまた、 ただしば らくの ひまでした。 



たちまち 次の 電光 は、 マグネシアの 焰 よりも もつ 

きんが いせん ゆうわく ふく 

と 明るく、 堇 外線 〔※6〕 の 誘惑 を、 力 いっぱい 含み 

ながら、 まっすぐに 地面に 落ちて 来ました。 

いきどお ちょうてん たつ しゃくねつ かべん 

美しい 百合の 憤 り は 頂点 に 達し、 灼熱 の 花弁 は 

いか リんは き 

雪よりも 厳めしく、 ガ ドルフ は その 凛と 張る 音 さえ 聴 

いたと 思いました。 

やみ 

暗が 来たと 思う 間もなく、 また 稲妻が 向う のぎ ざぎ 

ほく さ、， は 

ざの 雲から、 北 斎の 山 下 白雨の ように 赤く 這って 来て、 

触れない 光の 手 を もって、 百合 を 擦め て 過ぎました。 

まげ 

雨 はます ます 烈しくな り、 かみなり はまる で 空の 

爆破 を 企て 出した よう、 空が よくこん な 暴れ もの を、 



かま ふ し ギ J 

じっと 構わない でお くもの だと、 不思議な ように さえ 

ガ ドルフ は 思いました。 

その 次の 電光 は、 実に 微かに あるかな いかに 閃めき 

ました。 けれども ガ ドルフ は、 その 風の 微光の 中で、 

きゃしゃ みき お 

一 本の 百合が、 多分とう とう 華奢な その 幹 を 折られて、 

するど まが さ つ 

花が 鋭く 地面に 曲つ てと どいて しまった こと を 察し 

ました。 

そして 全く その 通り 稲光り がまた 新ら しく 落ちて 来 

たと きその 気の毒な いちばん 丈の 高い 花が、 あまりの 

こうふん きず ふる 

白い 興奮に、 とうとう 自分 を 傷つけ て、 きらきら 顫ぅ 

しのぶぐ さの 上に、 だまって 横 わるの を 見た のです。 



とっかれ とが 一 しょに がたがた 湧き あがり、 さっき か 

らの 熱った 頭 はまる で 舞踏の ようでした。 

(おれ はい ま 何 を とりたてて 考える 力 もない。 ただ あ 

の 百合 は 折れた の だ。 おれの 恋 は 砕けた の だ。) ガド 

ルフは 思いました。 

いく やまかわ とうろう 

それから 遠い 幾 山河の 人た ち を、 燈籠 のように 思い 

うか 

浮べたり、 また 雷の 声 をい つか そのな つかしい 人た ち 

ことば 

の 語に 聞いたり、 また 昼の 楊が だんだん 延びて 白い 

空までと どいたり、 いろいろな こと をして いるう ちに 

いっか とろとろ 睡 ろうとし ました。 そして また 睡 つて 

いたのでしょう。 



ガ ドルフ は、 俄かに どんどん どんとい う 音 をき きま 

あしぶ どごう ちょうば 

した。 ばたん ばたん という 足踏みの 音、 怒号 や 潮 罵が 

ま ザ お ， 一 

烈しく 起り ました。 

そんな 語 はとても 判り もしませんでした。 ただ その 

かくとう 

音 は、 たちまち 格闘ら しくな リ、 やがて ずんずん ガド 

ルフの 頭の 上に やって来て、 二人の 大きな 男が、 組み 

なぐ 

合ったり ほぐれたり、 けり 合ったり 撲り 合ったり、 烈 

さけ あら 

！ - く歹ハ しく ^'ス で 現ゎ才 ま ！ -た 

ちょうど きれい さか 

それ は 丁度 奇麗に 光る 青い 坂の 上の ように 見え まし 

た。 一人 は 闇の 中に、 ありあり うかぶ 豹の 毛皮の だ 

ぶ だぶ の 着物 をつ け、 一人 は 烏の 王のように、 まつ 黒 



しすく 

窓の 外の 一 本の 木から、 一 つの I 卞が 見えて いました。 

それ は 不思議に かすかな 薔薇い ろ をう つして いたので 

あけがた ばらいろ さそり 

(これ は 暁 方の 薔薇色で はない。 南の 蝎の 赤い 光が 

うつった の だ。 その 証拠に はま だ 夜中に もなら ない の 

だ。 雨 さえ 晴れたら 出て 行こう。 街道の 星 あかりの 中 

だ。 次の 町 だって じきだろう。 けれども ぬれた 着物 を 

また 引っかけて 歩き 出す の はず いぶんい や だ。 い や だ 

し 力た 

けれども 仕方ない。 おれの 百合 は 勝った の だ。) 

ガ ドルフ はしば らくの 間、 しんとして 斯う 考え まし 

た。 



• 入力 者 注※ 1 ハック 二 —= 馬の 種類。 イギリス 原 

産で、 主に 馬車 用に 使われた。 

※？ 顔料 = 亜砒酸 を 使った、 毒性の 強い パリ ダリ— 

ン (エメラルド グリ— ン) を 指す。 

》3 黒 電気 石 = 鉱石の 1 つ、 「鉄 電気 石」 を 指す。 た 

だし、 角 は 六角。 

※斗 舎利 = 本来 は 釈迦の 骨。 ここで は 仏舎利 塔 を 指 

※已 フラン = 織物の 1 つ、 フランネル。 

※6 堇 外線 = 紫外線。 
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